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(57)【要約】
編組み、および外科用デバイスは、形状記憶材料から作製される少なくとも１つのフィラ
メントを含むヤーンから作製される。編み組まれた構造物中の第１のヤーンおよびマルチ
フィラメントの第２のヤーンを備える外科用デバイスであって、ここで、第１のヤーンが
ポリマー材料から作製され；そして第２のヤーンが形状記憶材料から作製される少なくと
も１つのフィラメントを含む外科用デバイスが開示される。上記形状記憶材料は、ニチノ
ール（ＴｉＮｉ）、ＣｕＺｎＡｌ、ＣｕＡｌＮｉおよびＦｅＮｉＡｌからなる群から選択
され得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
編み組まれた構造物中の第１のヤーンおよびマルチフィラメントの第２のヤーンを備える
外科用デバイスであって、ここで、
　第１のヤーンがポリマー材料から作製され；そして
　第２のヤーンが形状記憶材料から作製される少なくとも１つのフィラメントを含む、外
科用デバイス。
【請求項２】
前記ポリマー性材料が、生分解性材料である、請求項１に記載の外科用デバイス。
【請求項３】
前記ポリマー性材料が、非生分解性材料である、請求項１に記載の外科用デバイス。
【請求項４】
前記形状記憶材料が、ニチノール（ＴｉＮｉ）、ＣｕＺｎＡｌ、ＣｕＡｌＮｉおよびＦｅ
ＮｉＡｌからなる群から選択される、請求項１に記載の外科用デバイス。
【請求項５】
前記形状記憶材料が、ニチノール（ＴｉＮｉ）である、請求項１に記載の外科用デバイス
。
【請求項６】
前記第１のヤーンが、ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリロニトリル、ポリエチレン
、超高分子量ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリグリコール酸、ポリ乳酸、ポリジオキ
サノン、ポリイプシロン－カプロラクトン、およびポリトリメチレンカーボネートから選
択される、少なくとも１つの材料から作製される少なくとも１つのフィラメントを含む、
請求項１に記載の外科用デバイス。
【請求項７】
前記第１のヤーンが、マルチフィラメントヤーンである、請求項１に記載の外科用デバイ
ス。
【請求項８】
前記編み組みが、縫合糸、メッシュ、胸骨閉鎖デバイス、ケーブル、テープおよびテザー
からなる群から選択されるデバイスを形成するような形態および寸法である、請求項１に
記載の外科用デバイス。
【請求項９】
前記第１のヤーンのすべてのフィラメントが、ポリマー材料から作製される、請求項７に
記載の外科用デバイス。
【請求項１０】
前記第２のヤーンのすべてのフィラメントが、形状記憶材料から作製される、請求項１に
記載の外科用デバイス。
【請求項１１】
編み組まれた構造物中に連続的ヤーンおよび別個のヤーンの第１のセットおよび第２のセ
ットを含むマルチフィラメントの外科用デバイスであって、
　該第１のセットからの各ヤーンが、ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリロニトリル
、ポリエチレン、超高分子量ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリグリコール酸、ポリ乳
酸、ポリジオキサノン、ポリイプシロン－カプロラクトン、およびポリトリメチレンカー
ボネートから選択される、少なくとも１つの材料から作製される複数のフィラメントを含
み；そして
　該第２のセットからの各ヤーンが、形状記憶材料から作製される少なくとも１つのフィ
ラメントを含む、外科用デバイス。
【請求項１２】
前記形状記憶材料が、ニチノール（ＴｉＮｉ）、ＣｕＺｎＡｌ、ＣｕＡｌＮｉおよびＦｅ
ＮｉＡｌからなる群から選択される、請求項１１に記載の外科用デバイス。
【請求項１３】
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前記形状記憶材料が、ニチノール（ＴｉＮｉ）である、請求項１１に記載の外科用デバイ
ス。
【請求項１４】
ポリマー材料から作製される少なくとも１つのフィラメント、および形状記憶材料から作
製される少なくとも１つのフィラメントを備える、不均質ヤーン。
【請求項１５】
少なくとも１つのフィラメントが生分解性ポリマー材料から作製される、請求項１４に記
載の不均質ヤーン。
【請求項１６】
少なくとも１つのフィラメントが、非生分解性ポリマー材料から作製される、請求項１４
に記載の不均質ヤーン。
【請求項１７】
前記形状記憶材料が、ニチノール（ＴｉＮｉ）、ＣｕＺｎＡｌ、ＣｕＡｌＮｉおよびＦｅ
ＮｉＡｌからなる群から選択される、請求項１４に記載の不均質ヤーン。
【請求項１８】
請求項１４に記載の不均質ヤーンを備える、外科用デバイス。
【請求項１９】
縫合糸、メッシュ、胸骨閉鎖デバイス、ケーブル、テープおよびテザーからなる群から選
択される、請求項１８に記載の外科用デバイス。
【請求項２０】
請求項１４に記載の不均質ヤーンを備える、滅菌編み組み。
【請求項２１】
複数の不均質ヤーンを備えるマルチフィラメント外科用デバイスであって、各不均質ヤー
ンが第１のフィラメントおよび第２のフィラメントを含み、該複数の不均質ヤーンが編み
組まれた構造物であり、ここで：
　該第１のフィラメントが、ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリロニトリル、ポリエ
チレン、ポリプロピレン、ポリグリコール酸、ポリ乳酸、ポリジオキサノン、ポリイプシ
ロン－カプロラクトン、およびポリトリメチレンカーボネートから選択され；そして
　該第２のフィラメントが、形状記憶材料から作製される、マルチフィラメント外科用デ
バイス。
【請求項２２】
前記形状記憶材料が、ニチノール（ＴｉＮｉ）、ＣｕＺｎＡｌ、ＣｕＡｌＮｉおよびＦｅ
ＮｉＡｌからなる群から選択される、請求項２１に記載のマルチフィラメント外科用デバ
イス。
【請求項２３】
前記形状記憶材料が、ニチノール（ＴｉＮｉ）である、請求項２１に記載のマルチフィラ
メント外科用デバイス。
【請求項２４】
連続的不均質ヤーンおよび別個の不均質ヤーンの第１のセットおよび第２のセットを含む
マルチフィラメント外科用デバイスであって、
　各々の不均質ヤーンが、第１および第２の、連続的および別個のフィラメントを含み、
　該第１のフィラメントがポリマー材料から作製され；そして
　該第２のフィラメントが形状記憶材料から作製される、マルチフィラメント外科用デバ
イス。
【請求項２５】
前記第１のフィラメントが、生分解性ポリマー材料から作製される、請求項２４に記載の
マルチフィラメント外科用デバイス。
【請求項２６】
前記第１のフィラメントが、非生分解性材料から作製される、請求項２４に記載のマルチ
フィラメント外科用デバイス。
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【請求項２７】
前記形状記憶材料が、ニチノール（ＴｉＮｉ）、ＣｕＺｎＡｌ、ＣｕＡｌＮｉおよびＦｅ
ＮｉＡｌからなる群から選択される、請求項２４に記載のマルチフィラメント外科用デバ
イス。
【請求項２８】
前記形状記憶材料が、ニチノール（ＴｉＮｉ）である、請求項２４に記載のマルチフィラ
メント外科用デバイス。
【請求項２９】
前記不均質ヤーンが、縫合糸、メッシュ、胸骨閉鎖デバイス、ケーブル、テープおよびテ
ザーからなる群から選択されるデバイスに形成される、請求項２４に記載のマルチフィラ
メント外科用デバイス。
【請求項３０】
編み組まれた構造物中に連続的ヤーンおよび別個のヤーンの第１のセットおよび第２のセ
ットを含む編み組みを備えるマルチフィラメントの外科用デバイスであって；
　該第１のセットのヤーンが、第１および第２のフィラメントを含み；ここで
　該第１のセットのフィラメントがポリマー材料から作製され；そして
　該第２のフィラメントのすくなくとも１つが形状記憶材料から作製される、マルチフィ
ラメント外科用デバイス。
【請求項３１】
前記第２のセットのヤーンが不均質ヤーンである、請求項３０に記載のマルチフィラメン
ト外科用デバイス。
【請求項３２】
前記形状記憶材料が、ニチノール（ＴｉＮｉ）、ＣｕＺｎＡｌ、ＣｕＡｌＮｉおよびＦｅ
ＮｉＡｌからなる群から選択される、請求項３０に記載のマルチフィラメント外科用デバ
イス。
【請求項３３】
前記形状記憶材料が、ニチノール（ＴｉＮｉ）である、請求項３０に記載のマルチフィラ
メント外科用デバイス。
【請求項３４】
前記ポリマー材料が、ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリロニトリル、ポリエチレン
、ポリプロピレン、ポリグリコール酸、ポリ乳酸、ポリジオキサノン、ポリイプシロン－
カプロラクトン、およびポリトリメチレンカーボネートから選択される、請求項３０に記
載のマルチフィラメント外科用デバイス。
【請求項３５】
組織中の創傷を閉鎖する方法であって：
　ａ．編み組み構造物中に第１のヤーンと第２のヤーンとを備える縫合糸を提供する工程
であって、ここで該第１のヤーンがポリマー材料を含む複数のフィラメントを含み、そし
て該第２のヤーンが形状記憶材料を含む複数のフィラメントを含む工程；および
　ｂ．該組織を通って該縫合糸を通過する工程；
　ｃ．該組織を接近するために該縫合糸を固定する工程、を包含する、方法。
【請求項３６】
軟組織を硬組織に固定する方法であって：
　ａ．第１のヤーンおよび第２のヤーンから編み組まれた構造物に製作された外科用デバ
イスを提供する工程であって、ここで、該第１のヤーンがポリマー材料を含む複数のフィ
ラメントを含み、そして該第２のヤーンが形状記憶材料を含む複数のフィラメントを含む
工程；
　ｂ．該外科用デバイスを該軟組織を通って通過させる工程；
　ｃ．該外科用デバイスを該硬組織に固定する工程；
　ｄ．該外科用デバイスを該軟組織と硬組織とを接近するように操作する工程、を包含す
る、方法。
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【請求項３７】
前記外科用デバイスを該硬組織に固定する工程が、該硬組織中に形成された開口部を通っ
て該外科用デバイスを通過することをさらに包含する、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
前記外科用デバイスを該硬組織に固定する工程が、該外科用デバイスを縫合糸アンカーに
取り付けることをさらに包含する、請求項３６に記載の方法。
【請求項３９】
前記外科用デバイスを該硬組織に固定する工程が、該外科用デバイスを硬組織の周りに通
過することをさらに包含する、請求項３６に記載の方法。
【請求項４０】
前記外科用デバイスを該軟組織と硬組織とを接近するように操作する工程が、該外科用デ
バイス中に結び目を形成することを含む、請求項３６に記載の方法。
【請求項４１】
硬組織を接近する方法であって：
　ａ．編み組まれた構造物中に第１のヤーンおよび第２のヤーンを備える不均質編み組み
から製作されたマルチフィラメント外科用デバイスを提供する工程であって、ここで、該
第１のヤーンがポリマー材料を含む複数のフィラメントを含み、そして該第２のヤーンが
形状記憶材料を含む複数のフィラメントを含む工程；および
　ｂ．該外科用デバイスを該硬組織を接近するように操作する工程、を包含する、方法。
【請求項４２】
前記外科用デバイスを硬組織に固定する工程をさらに包含する、請求項４１に記載の方法
。
【請求項４３】
前記マルチフィラメント外科用デバイスを提供する工程が、前記第２のヤーンがニチノー
ル（ＮｉＴｉ）を含む複数のフィラメントを含むマルチフィラメント外科用デバイスを提
供することを包含する、請求項４１に記載の方法。
【請求項４４】
外科用デバイスであって：
　縫合糸アンカー；
　該縫合糸アンカーに固定された少なくとも１つの縫合糸であって、編み組まれた構造物
中に連続的ヤーンおよび別個のヤーンの第１および第２のセットを含む編み組みを有する
縫合糸；を備え、そして
　該第１のセットのヤーンが、第１のフィラメントおよび第２のフィラメントを含む不均
質ヤーンであり：
　ここで、該第１のセットのフィラメントがポリマー材料から作製され；そして
　該第２のフィラメントの少なくとも１つが形状記憶材料から作製される、外科用デバイ
ス。
【請求項４５】
前記第２のセットのヤーンが、第１および第２のフィラメントを含む不均質ヤーンであっ
て：
　ここで、該第１のセットのフィラメントがポリマー材料から作製され；そして
　該第２のフィラメントの少なくとも１つが形状記憶材料から作製される、請求項４４に
記載の外科用デバイス。
【請求項４６】
前記第２のセットのヤーンが、均質ヤーンである、請求項４４に記載の外科用デバイス。
【請求項４７】
前記第２のセットのヤーンが、非生分解性材料である、請求項４３に記載の外科用デバイ
ス。
【請求項４８】
前記ポリマー材料が、ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリロニトリル、ポリエチレン
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、ポリプロピレン、ポリグリコール酸、ポリ乳酸、ポリジオキサノン、ポリイプシロン－
カプロラクトン、およびポリトリメチレンカーボネートから選択される、請求項４３に記
載の外科用デバイス。
【請求項４９】
前記第２のセットのヤーンが、生分解性材料を含む、請求項４３に記載の外科用デバイス
。
【請求項５０】
前記形状記憶材料が、ニチノール（ＴｉＮｉ）、ＣｕＺｎＡｌ、ＣｕＡｌＮｉおよびＦｅ
ＮｉＡｌからなる群から選択される、請求項４３に記載の外科用デバイス。
【請求項５１】
前記形状記憶材料が、ニチノール（ＴｉＮｉ）である、請求項４３に記載の外科用デバイ
ス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（背景）
　（技術分野）
　本開示は、形状記憶合金から作製されるフィラメントを含むヤーン、およびこのような
ヤーンから作製される外科用デバイスとしての使用のために適切に適合された、編み組ま
れたマルチフィラメントに関する。
【背景技術】
【０００２】
　（関連技術の背景）
　編み組まれたマルチフィラメントは、それらのモノフィラメント相当物と比較したとき
、しばしば、増加した従順性、結び目保障および抗張力の組み合わせを提供する。編み組
まれたマチルフィラメントの増加した順応性は、１つの大直径モノフィラメントに対して
非常に微細なフィラメントの束の屈曲に対するより低い抵抗性の直接的結果である。しか
し、編み組み強度と順応性との間の処理が、従来の編み組まれたマルチフィラメントの設
計に存在する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　身体組織の修復のための編み組まれたマルチフィラメントは、以下の特定の要求に合致
すべきである：それらは実質的に非毒性であり、容易に滅菌され得るべきであり、それら
は良好な抗張力および順応性を有するべきであり、それらはまた、受容可能な結び目糸結
び特徴、および結び目保持特徴を有するべきであり、そしてこの編み組まれたマルチフィ
ラメントが生分解性種類である場合、この編み組まれたマルチフィラメントの分解は、予
見可能であり、かつ綿密に制御されるべきである。さらに、この編み組まれたマルチフィ
ラメントが、治癒プロセスの間に移植された編み組みの状況をモニターする際に、医療従
事者を支援するためにＸ線撮影マーカーとして用いられ得るのであれば、非常に有益であ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　（要約）
　本開示は、形状記憶合金から作製される少なくとも１つのフィラメントを含むヤーンを
記載する。本開示はまた、ポリマー材料から作製される複数のフィラメント、および形状
記憶合金から作製される少なくとも１つのフィラメントを含む不均質ヤーンを記載する。
このポリマー材料は、生体吸収性または生体吸収性でない。この不均質ヤーンは、縫合糸
もしくはテープのような外科用物品に編み組まれるか、またはメッシュに編まれるか、も
しくは織られる。



(7) JP 2008-517674 A 2008.5.29

10

20

30

40

50

【０００５】
　本開示は、ポリマー材料から作製される複数のフィラメントを有する第１のヤーン、お
よび形状記憶合金から作製される少なくとも１つのフィラメントを有する第２のヤーンを
有する不均質編み組みを記載する。本開示はまた、形状記憶合金およびポリマー材料から
作製されるヤーンを含む不均質ヤーンから作製されるテープ、ニットまたは織物を企図す
る。フェルトのような不織構造物が補強またはマーカーとして形状記憶のファイバを含ん
で作製され得ることもまた企図される。
【０００６】
　特定の実施形態では、１つ以上の不均質ヤーンから作製された不均質編み組みまたは編
み組みが、外科用デバイスを形成するために用いられる。その他の実施形態では、２つの
組織表面を接近するための方法が企図される。１つの実施形態では、組織中の創傷を閉鎖
する方法は、上記縫合糸を組織を通って通過する工程、および上記組織を接近するために
上記縫合糸の端部を固定する工程を包含し、ここで、上記縫合糸は、第１のヤーンおよび
第２のヤーンから編み組まれた構造物に作製され、ここで、上記第１のヤーンは、ポリマ
ー材料を含む複数のフィラメントを含み、そして第２のヤーンは、形状記憶材料を含む複
数のフィラメントを含む。別の実施形態では、軟組織を硬組織に固定する方法は、ａ．第
１のヤーンおよび第２のヤーンから編み組まれた構造物に製作された外科用デバイスを提
供する工程を含み、ここで、この第１のヤーンはポリマー材料を含む複数のフィラメント
を含み、そしてこの第２のヤーンは形状記憶材料を含む複数のフィラメントを含む工程；
ｂ．上記外科用デバイスを上記軟組織を通って通過させる工程；ｃ．上記外科用デバイス
を上記硬組織に固定する工程；およびｄ．上記外科用デバイスを上記軟組織と硬組織とを
接近するように（例えば、デバイス中に結び目を縛ることにより）操作する工程を包含す
る。なお別の実施形態では、硬組織を接近する方法が企図され、ここで、マルチフィラメ
ント外科用デバイスは、編み組まれた構造物中に第１のヤーンおよび第２のヤーンから作
製された不均質編み組みから製作され、ここで、この第１のヤーンはポリマー材料を含む
複数のフィラメントを含み、そしてこの第２のヤーンは形状記憶材料を含む複数のフィラ
メントを含み、上記硬組織を接近するように操作される。
【０００７】
　なおその他の実施形態では、本開示、それに取り付けられた少なくとも１つの縫合糸を
有する縫合糸アンカーを含む外科用デバイスに関し、この縫合意図は、編み組まれた構造
物中に連続的ヤーンおよび別個のヤーンの第１および第２のセットを含む編み組みを有す
る。この第１のセットのヤーンは、第１のフィラメントおよび第２のフィラメントを含む
不均質ヤーンであり、ここで、この第１のセットのフィラメントはポリマー材料から作製
され；そして上記第２のフィラメントの少なくとも１つは形状記憶材料から作製される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　（好ましい実施形態の詳細な説明）
　形状記憶合金から作製されるフィラメントは、外科用デバイスを提供するために、編み
組まれ、編まれ、織られ、またはその他の構造物に組み込まれ得るヤーンを調製するため
に本開示に従って用いられる。
【０００９】
　複数のフィラメントは、ヤーンを形成するために用いられる。複数のヤーンは、編み組
み、ニットまたは織物を形成するために用いられる。
【００１０】
　「不均質ヤーン」は、ヤーンを形成するために機械的に一緒に束ねられた少なくとも２
つの異なるフィラメントを含む形態である。これらフィラメントは、連続的または別個で
あり、それ故、各フィラメントは、上記ヤーンの全長に沿って実質的に延び、そしてヤー
ンの調製、処理および使用の間でその個々の統合性を維持する。
【００１１】
　不均質ヤーンとは異なり、「均質」ヤーンは、実質的に類似のフィラメントを含む形態
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である。これらフィラメントもまた連続的または別個である。従って、各フィラメントは
、上記ヤーンの全長に沿って実質的に延び、そしてそしてヤーンの調製、処理および使用
の間でその個々の統合性を維持する。
【００１２】
　「不均質編み組み（ｂｒａｉｄ）」は、少なくとも２つの異なるヤーンを含む形態であ
る。この２つのタイプのヤーンは、編み組まれた構造物に絡み合わされる。これらヤーン
は、連続的または別個であり、それ故、各ヤーンは、上記編み組みの全長に沿って実質的
に延び、そして編み組みの調製、処理および使用の間でその個々の統合性を維持する。
【００１３】
　最も広い意味で、本開示は、形状記憶合金から作製される少なくとも１つのフィラメン
トを含むヤーン、それから作製される物品、および手術におけるそれらの使用を企図する
。連続的フィラメントに紡がれ得る適切な形状記憶合金は、制限されないで、ニチノール
（ＴｉＮｉ）、ＣｕＺｎＡｌ、ＣｕＡｌＮｉおよびＦｅＮｉＡｌを含む。形状記憶合金か
らファイバを形成する方法は、当業者の範囲内にある。上記ヤーンは、全部が形状記憶合
金フィラメントから作製される均質ヤーンであり得る。その他の実施形態では、上記ヤー
ンは、少なくとも１つのその他のファイバ形成材料から作製される複数のフィラメントと
組み合わせた少なくとも１つの形状記憶合金フィラメントから作製される不均質ヤーンで
ある。特に有用な実施形態では、上記不均質ヤーンの実施形態は、少なくとも１つのポリ
マー材料から作製される複数のフィラメントと組み合わせた複数の形状記憶合金フィラメ
ントを含む。
【００１４】
　ポリマー材料のいくつかの例は、制限されないで、天然、合成、生分解性、非生分解性
および形状記憶ポリマーを含む。特に有用なポリマー材料は、ポリアミド、ポリエステル
、ポリアクリロニトリル、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリグリコール酸、ポリ乳酸
、ポリジオキサノン、ポリイプシロン－カプロラクトン、ポリトリメチレンカーボネート
、およびこのような材料の組み合わせからなる群から選択され得る。
【００１５】
　代表的な天然の生分解性ポリマーは、アルギネート、デキストラン、セルロース、コラ
ーゲン、およびそれらの化学的誘導体（置換、化学基、例えば、アルキル、アルキレンの
付加、ヒドロキシル化、酸化、および当業者によって慣用的になされるその他の改変）、
ならびにアルブミン、ゼインのようなタンパク質、ならびに単独また合成ポリマーと組み
合わせたコポリマーおよびそのブレンドを含む。
【００１６】
　代表的な合成ポリマーブロックは、ポリホスファゼン、ポリ（ビニルアルコール）、ポ
リアミド、ポリエステルアミド、ポリ（アミノ酸）類、合成ポリ（アミノ酸）、ポリアン
ハイドライド（ｐｏｌｙａｎｈｙｄｒｉｄｅ）、ポリカーボネート、ポリアクリレート、
ポリアルキレン、ポリアクリルアミド、ポリアルキレングリコール、ポリアルキレンオキ
シド、ポリアルキレンテレフタレート、ポリオルトエステル、ポリビニルエーテル、ポリ
ビニルエステル、ポリビニルハライド、ポリビニルピロリドン、ポリエステル、ポリラク
チド、ポリグリコリド、ポリシロキサン、ポリウレタンおよびそれらのコポリマーを含む
。
【００１７】
　適切なポリアクリレートの例は、ポリ（メチルメタクリレート）、ポリ（エチルメタク
リレート）、ポリ（ブチルメタクリレート）、ポリ（イソブチルメタクリレート）、ポリ
（ヘキシルメタクリレート）、ポリ（イソデシルメタクリレート）、ポリ（ラウリルメタ
クリレート）、ポリ（フェニルメタクリレート）、ポリ（メチルアクリレート）、ポリ（
イソプロピルアクリレート）、ポリ（イソブチルアクリレート）およびポリ（オクタデシ
ルアクリレート）を含む。
【００１８】
　合成により改変された天然ポリマーは、アルキルセルロース、ヒドロキシアルキルセル
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ロース、セルロースエーテル、セルロースエステル、ニトロセルロース、およびキトサン
を含む。適切なセルロース誘導体の例は、メチルセルロース、エチルセルロース、ヒドロ
キシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロキシブチルメチ
ルセルロース、セルロースアセテート、セルロースプロピオネート、セルロースアセトー
トブチレート、セルロースアセテートフタレート、カルボキシメチルセルロース、セルロ
ーストリアセテートおよびセルロースサルフェートナトリウム塩を含む。これらは、本明
細書では、集合的に「セルロース」と称される。
【００１９】
　代表的な合成の分解可能なポリマーは、ポリラクチド、ポリグリコリドおよびそれらの
コポリマーのようなポリヒドロキシ酸；ポリ（エチレンテレフタレート）；ポリ（ヒドロ
キシ酪酸）；ポリ（ヒドロキシ吉草酸）；ポリ（ラクチド－コ－（ε－カプロラクトン－
））；ポリ（グリコリド－コ－（ε－カプロラクトン））；ポリカーボネート、ポリ（偽
アミノ酸）；ポリ（アミノ酸）；ポリ（ヒドロキシアルカノエート）類；ポリアンハイド
ライド（ｐｏｌｙａｎｈｙｄｒｉｄｅ）；ポリオルトエステル；およびそれらのブレンド
およびコポリマーを含む。
【００２０】
　非生分解性ポリマーの例は、エチレンビニルアセテート、ポリメタクリル酸、ポリアク
リル酸、ポリアミド、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリ塩化ビニル、
ポリビニルフェノール、およびそれらのコポリマーおよび混合物を含む。さらなる適切な
非生分解性ファイバは、商標名ＳＰＥＣＴＲＡ（登録商標）（Ｈｏｎｅｙｗｅｌｌ，Ｉｎ
ｃ．Ｍｏｒｒｉｓｔｏｗｎ，ＮＪ）の下で入手可能な超高分子量ポリエチレンである。
【００２１】
　ポリ（ラクチド－コ－グリコリド）類、ポリハンハイドライド、およびポリオルトエス
テルのような迅速生腐食性ポリマー（これらは、ポリマーの平滑表面として外面上に剥き
出たカルボキシル基を有する）がまた、用いられ得る。
【００２２】
　形状記憶合金は、一方向効果である機械的変形の後、または二方向効果である冷却およ
び加熱により、いずれかで、その当初の形態を記憶する能力を所有している。この現象は
、マルテンサイト変態として知られる構造相変態に基づく。
【００２３】
　形状記憶合金を含む不均質網組みは、手術前、手術の間、および手術後のいずれかで、
この形状記憶合金を変態する適切な機械的または熱的力に曝され得る。
【００２４】
　いくつかの例は：この形状記憶合金を、上記編み組みの介在スペースが活性薬剤（すな
わち、抗微生物剤、抗生物質など）で含浸され得るようにヤーンおよび／またはフィラメ
ントを拡大する力に曝すこと、または編み組まれたマルチフィラメント外科用デバイスを
、手術中に、結び目を縛る前に、ヤーンおよび／またはフィラメントを収縮し、そして組
織を締める力に曝すこと、またはこの外科用デバイスを、手術後に、これらヤーンおよび
／またはフィラメントを収縮し、そして縛られた結び目が緩むことを防ぐ力に曝すことを
含む。
【００２５】
　さらに、形状記憶合金は、Ｘ線写真マーカーとして用いられ得る。それは、治癒プロセ
スの間に編み組まれたマルチフィラメント外科用デバイスの状況をモニターすることで医
療従事者を支援し得る。
【００２６】
　１つの実施形態では、不均質ヤーン１０は、図１に示されるような、複数の２つの異な
るフィラメントを含む。第１のフィラメント１２はポリマー材料から作製され、そして第
２のフィラメント１３は形状記憶合金から作製される。複数の２つの異なるフィラメント
は、混ざり合って不均質ヤーンを形成する。
【００２７】
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　図２Ａに示される別の実施形態では、不均質編み組み２０は、２つの異なるヤーンを含
む。第１のヤーン２２は、ポリマー材料から作製される複数のフィラメントを含む。第２
のヤーン２４は、形状記憶合金から作製される複数のフィラメントを含む。これら第１お
よび第２のヤーンは、織り交ぜられて不均質編み組みを形成する。
【００２８】
　図２Ｂに示されるなお別の実施形態では、不均質編み組み１２０は、不均質ヤーン１２
２および均質ヤーン１２４を含む。上記で説明されたように、不均質ヤーンは、複数の２
つの異なるフィラメントを含む。好ましくは、第１のフィラメントはポリマー材料から作
製され、そして第２のフィラメントは形状記憶合金から作製される。均質ヤーンは、フィ
ラメントに紡がれ得る任意の材料から作製される複数のフィラメントを含む。この不均質
ヤーンおよび均質ヤーンは、織り交ぜられて不均質編み組みを形成する。
【００２９】
　図２Ｃに示されるなお別の実施形態では、編み組み２１０は、２つの類似の不均質ヤー
ン２２２Ａ、２２２Ｂを含む。各不均質ヤーンは、複数の２つの異なるフィラメントを含
む。好ましくは、第１のフィラメントはポリマー材料から作製され、そして第２のフィラ
メントは形状記憶合金から作製される。これら不均質ヤーンは、織り交ぜられて編み組み
を形成する。
【００３０】
　特に有用なフィラメント材料は：ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリロニトリル、
ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリグリコール酸、ポリ乳酸、ポリジオキサノン、ポリ
イプシロン－カプロラクトン、およびポリメチレンカーボネートからなる群から選択され
るポリマー、および形状記憶合金であるニチノール（ＴｉＮｉ）を含む。
【００３１】
　不均質編み組みおよび／またはヤーンは、繊維工業およびマルチフィラメント縫合糸を
調製するために医療業で一般に用いられる従来の編み組み技法および設備を用いて調製さ
れ得る。適切な編み組み構築は、例えば、米国特許第３，１８７，７５２号；同第３，５
６５，０７７号；同第４，０１４，９７３号；同第４，０４３，３４４号；同第４，０４
３，３４４号；同第４，０４７，５３３号；同第５，０１９，０９３号；および同第５，
０５９，２１３号に開示され、これらの開示は、本明細書中に参考として援用される。現
在開示される不均質ヤーンを用いて形成され得る例示の（例えば、腱修復のために適切な
）編み組まれた構造物は、米国特許第４，７９２，３３６号および同第５，３１８，５７
５号に記載されるようなものである。適切なメッシュ構造物は、例えば、Ｈａｉｎらの米
国特許第５，２９２，３２８号に示され、そして記載されている。さらに、形状記憶ファ
イバは、フェルトのような不織構造物中に取り込まれ得る。１つの適切な不織構造物はは
、Ｋｏｙｍａｎらによる米国特許第５，３９３，５３４号に示され、そして記載されてい
る。
【００３２】
　所望であれば、フィラメント、ヤーンまたは編み組みの表面は、生体吸収性または非吸
収性コーティングで被覆され得、この編み組みの性能をさらに改善する。例えば、ブレー
ドは、有機溶媒中の所望のコーティングポリマーの溶液に浸漬され得、そして次に乾燥さ
れてこの溶媒を除去する。
【００３３】
　フィラメント、ヤーンまたは編み組みの表面が被覆される場合、そのときは、このコー
ティング組成物は、望ましくは、生物活性材料を含み得る。いくつかの例は：血管作用性
薬剤、神経作用性薬剤、ホルモン、成長因子、サイトカイン、麻酔薬、ステロイド、抗凝
固剤、抗炎症剤、免疫調整薬剤、細胞傷害性薬剤、予防薬、抗生物質、抗微生物剤、抗ウ
イルス剤、アンチセンス、抗原および抗体を含む。
【００３４】
　不均質編み組みは、それが、医療適用、好ましくは、特に、ニードル、縫合糸アンカー
、または骨アンカーに取り付けられた外科用縫合糸、ケーブル、テザーおよび胸骨閉鎖デ
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バイスとしての使用のために宿主に用いられ得るように滅菌される。例えば、図３に示さ
れるように、ニードル－縫合糸組み合わせ１００は、ニードル１０２に取り付けられた、
本開示による不均質ヤーンから作製された縫合糸１０１を含む。編み組みは、当該技術分
野で周知の任意の従来技法を用いて滅菌され得る。
【００３５】
　一旦、滅菌されると、本明細書中に記載されるような編み組まれたマルチフィラメント
は、２つ以上の軟組織、２つ以上の硬組織、または少なくとも１つの軟組織と少なくとも
１つの硬組織との間に位置する創傷を修復するために用いられ得る。この編み組まれたマ
ルチフィラメント外科用デバイスは、組織を通り、組織の周りを包み、または組織に固定
され、そして次にこの組織は、この編み組まれたマルチフィラメント外科用デバイスを、
例えば、結び目を縛ることにより、デバイスを締め上げることにより、締めを付与するこ
となどによるように操作することによって接近される。
【００３６】
　好ましい実施形態では、編み組みは、不均質ヤーンから作製され、外科用縫合糸を形成
する。好ましくは、この不均質ヤーンは、形状記憶合金から作製されたフィラメントおよ
び非生分解性ポリエステル、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリアミドまたはポリアク
リルアミドの１つ以上から作製されたフィラメントを含む。この形状記憶フィラメントは
、好ましくは、不均質ヤーンの約１０％～約９０％、より好ましくは約２５％～７５％、
そして最も好ましくはこの不均質ヤーンの約２５％～５０％の断面積を含む。
【００３７】
　最も好ましくは、この不均質ヤーンは、ニチノールおよび非生分解性のポリエステルか
ら作製され、ニチノールは、この編み組みの約１０％～９０％を、好ましくはこの編み組
みの約２５％～７５％を、そして最も好ましくは、この編み組みの約２５％～５０％を含
む。最も好ましくは、上記不均質ヤーンは、ニチノールおよび非生分解性ポリエステルか
ら作製される。
【００３８】
　前述の説明に従って作製された縫合糸は、磨耗に対して優れた強度および耐性を示し、
そして心臓および整形外科手術における特有の使用を見出し得る。特に整形外科手術に対
し、上記縫合糸は、高ストレスおよび磨耗の下で骨を固定することで有用である。
【００３９】
　特に有用な実施形態では、本開示に従う縫合糸は、縫合糸アンカー送達システムと組み
合わせて送達され得ることが企図され、そして関節鏡縫合器具を用いて組織を通過され得
る。ここで、図４および５を参照して、１つの適切な縫合糸アンカー送達システム３１０
は、ハンドル３１４から離れたシャフト３１６の遠位先端部３１８でねじ山のある縫合糸
アンカー３２０を支持する細長なシャフト３１６を備えるハンドル３１４を有して示され
る。図５に示されるように、本開示に従って作製される縫合糸３２２は、縫合糸アンカー
３２０に取り付けられ、そしてシャフト３１６中のトラフ３１７（および他方の側のシャ
フト３１６の対応するトラフ（図示されず））を通ってハンドル３１４に至る。ここで、
図６および７を参照して、一対の縫合糸３２２、３２３を縫合糸アンカーに予備取り付け
する１つの方法が示される。示されるように、縫合糸アンカー３２０は、示されるように
、２つのパーツ、中空のねじ山のある本体部分４１０、および中空の本体部分４１０中に
挿入可能であり、そして横方向アパーチャ４２５Ａ、４２５Ｂを通って２つの縫合糸３２
２、３２３を受容し、かつ保持する形態のシャフト４２２を有する先端部分４２０からな
る。拡大された先端ビードセクション４２６は、中空のねじ山のある本体４１０中または
それを通って通過せず、それによって、縫合糸３２２、３２３が、近位端３２２Ａ、３２
２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ上で引くことにより張力下に配置されるとき、上記縫合糸アン
カーに対して縫合糸を保持する。勿論、縫合糸を取り付け、そして本開示に従う、多くの
その他のタイプの縫合糸アンカーおよび方法が当業者に生じる。例によれば、上記縫合糸
は、あるいは、ねじタイプアンカーよりはむしろ、押し込みタイプのアンカーに取り付け
られ得る。例えば、Ｌａｒｓｅｎの米国特許第５，９９３，４５９号を参照のこと。好ま
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しくは、縫合糸の近位端が、手術の間の使用のために適切なニードル（図示されず）に取
り付けられ、この縫合糸を、組織を通り、そして適切な操作（例えば、結び目を縛ること
、および／または締め上げること）を経由して通過させ、組織をアンカーに対して固定す
る。
【００４０】
　使用において、関節鏡手順の間に、カニューレ３００が接続カプセル中に挿入さ、そし
て縫合糸アンカー送達システムのシャフト３１６がカニューレ３００を通って縫合糸アン
カーを受容するために適切な調製部位に挿入される。図８は、カニューレ４３０を通って
挿入される器具のシャフトを示し、縫合糸アンカー３２０は、骨Ｂ中に挿入されている。
この縫合糸アンカー３２０は、送達システム３１０から放出され、操作が軟組織Ｔを骨Ｂ
に固定するために利用可能な縫合糸３２２、３２３を残す。さらなる好ましい実施形態で
は、縫合糸は、軟組織を通過するために適切なニードル（図示せず）に取り付けられる。
これらニードルは、関節鏡縫合器具との使用のために適切な伝統的な縫合ニードルであり
得る。１つのこのような器具は、Ａｒｔｈｒｏｓｅｗ器具（Ｕ．Ｓ．Ｓ．Ｓｐｏｒｔｓ　
Ｍｅｄｉｃｉｎｅ、Ｎｏｒｔｈ　Ｈａｖｅｎ、ＣＴ）であり、これは、二重の端部の外科
余的切開改良物を利用する。最も好ましくは、縫合糸アンカー送達システムのハンドル部
分は、使用のために縫合糸ニードルを保持する取り外し可能な縫合糸管理部材（図示せず
）を含む。縫合糸ニードルが、縫合デバイスとともに用いられるべき場合、縫合糸管理部
材は、縫合器具を、この縫合器具にニードルの制御を移すために適切な様式で係合する。
これらニードルおよび縫合糸（単数または複数）は、軟組織を通過し、そして縫合糸は、
縫合糸において、軟組織を縫合糸アンカーに対して固定するように形成することにより操
作される。その後、患者は、手順が、開放、ミニ開放または閉鎖関節鏡アプローチとして
実施されたか否かに依存して、適切な様式で閉鎖される。
【００４１】
　縫合糸アンカーについては、本開示に従って構築された縫合糸は、縫合糸が操作される
とき、摩耗に対して有意に増加した耐性を提供し、この操作には、縫合糸アンカーの縫合
糸小穴を通って縫合糸を引くこと、縫合糸に結び目を形成すること、および骨への軟組織
の接近を固定するために結び目を堅く締め上げることを含む。
【００４２】
　ヤーン、編み組みおよびデバイスならびにそれらの使用の種々の改変物および変形物は
、先行する詳細な説明から当業者に明らかである。このような改変物および変形物は、添
付の請求項の範囲内に入ることが意図される。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
　上記およびその他の目的、特徴、および利点は、添付の図面への参照がなされて、上記
の説明からより容易に明らかになる。
【図１】図１は、本開示による不均質ヤーンの概略図である。
【図２】図２Ａ、２Ｂおよび２Ｃは、本開示に従う編み組みの例示の実施形態を示す。
【図３】図３は、本開示に従う不均質ブレードで作製された縫合糸を含む、ニードル－縫
合糸組み合わせを示す。
【図４】図４は、本明細書に記載される１つの実施形態におけるような、縫合糸、縫合糸
アンカーおよび関連する縫合糸アンカードライバーの斜視図である。
【図５】図５は、図４の詳細の拡大領域である。
【図６】図６は、本開示の縫合糸とアセンブルされている２部分縫合糸アンカーの斜視図
である。
【図７】図７は、アンカードライバー上に位置決めされる図６の縫合アンカーの斜視図で
ある。
【図８】図８は、本開示による縫合糸を保持する縫合糸アンカーを骨中に駆動するために
回転される縫合糸ドライバーの部分的に断面で示す斜視図である。
【図９】図９は、組織を通り、そして骨中へと導入される縫合糸アンカーおよび関連する
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縫合糸の部分的に遠近法で示す断面図である。

【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図２Ｃ】

【図３】
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【図８】 【図９】
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